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「あほなことせぇ」40 年以上前、京⼤に⼊ったばかりの私が何⼈もの先⽣から⾔われた

⾔葉である。これは、卒業式には着ぐるみを着て出席せよ、という意味ではない。⼤学は
「勉強」ではなく「研究」をするところである。研究とは⼈がやったことのないことをや
って、新しい事実を発⾒することである。それは、世間の常識の中にはない。つまり、世
間から「あほなこと」と思われることの中を探索する以外に道はない。 

ところが近年、その「あほ」が許されなくなってきた。世の中に正義マンがあふれ、す
べては「正しく」なければならなくなってきた。しかし、世の中に「正しい」ことがある
というのは幻想である。これまで、たまたまうまくいっていたことを「正しい」と思って
いるだけで、未来永劫絶対的に正しいわけではない。したがって、現在の「正しい」こと
しか知らなければ、それが正しくなくなった瞬間に絶滅する。 

にも関わらず、⼤学には「正しく」研究教育をしろという圧⼒が⽌まらない。このまま
では、⽇本は絶滅する。この流れを変えるには企業の考え⽅を変える以外にない。なぜな
らば、学⽣は企業が求める⼈物になろうとして、⼤学にそのような教育を求める。また、
⽂科省は財界の求めに応じて「役に⽴つ」教育研究を⼤学に求め、それ以外には⾦を出そ
うとしない。この流れの源流は企業なのだ。 

そこで、その「あほ」の重要性を世の中に広めるべく始めたのが「京⼤変⼈講座」であ
る。対象は広いが、本命は企業の中で働く現役企業⼈。特に、京⼤にゆかりのある⽅々に
は「あほ」の伝道師として、ぜひ正義マンとの戦いに参戦していただきたい。 
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